
日比谷図書文化館
【図書フロアからのお知らせ】

ポモーヌ 2024年　8月号　A4 4P
表紙面 2C  スミ＋DIC221

表 4 表 1

開館時間：平日10時～22時　■土曜10時～19時 ■ 日祝10時～17時  ■休館日 
〔 都営地下鉄 〕
●三田線「内幸町駅」A7出口  徒歩3分 
〔 東京メトロ 〕
●丸ノ内線
●日比谷線 「霞ヶ関駅」B2出口徒歩3分
●千代田線  「霞ヶ関駅」C4出口徒歩3分 
 ＪＲ 「新橋駅」 徒歩10分

※当施設に駐車場・駐輪場は
ございません。 公共交通機関を
ご利用下さい。

お問合せ先：千代田区立日比谷図書文化館  〒100-0012 千代田区日比谷公園1-4 TEL：施設代表 03-3502-3340  図書総合カウンター 03-3502-3343  URL：https://www.library.chiyoda.tokyo.jp/hibiya/

掲載されている内容について変更や中止となる場合があります。
最新情報は、ホームページ等をご確認ください。
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「東京―TOKYO」 （～11/15）
再開発が進み、日々変化を続ける街、東京。徳川家康が幕府を開い
てから東京の地は政治・経済の中心となり、今でも人が多く集まる
大都市として栄えています。東京とはどのような街なのでしょうか。
改めて東京の魅力と現状を見つめる展示です。

日比谷カレッジ関連展示
「いいじ！石川」（～9/13）
日比谷カレッジ「石川の漆芸文化を知る」の開催に合わせて、石川
県を中心に北陸地方に関連する本を紹介します。「いいじ」とは石
川県の方言で「いいね」という意味です。2024年元日の地震により
大きな被害をうけた石川県を応援する展示です。

日比谷カレッジ関連展示
「漆芸の美にふれる」（～9/6）
日比谷カレッジ「石川の漆芸文化を知る」に関連して、講師にお迎
えする小林真理氏の著作をはじめ、漆芸の基礎知識や作業工程、
匠の技の美しさを伝える本をご紹介しています。

「今昔東西建築史～建築から学ぶ～」 （～9/13）
建築は歴史上、権力や文化、芸術と密接に関わりながら発展してき
ました。この展示では古今東西のいろいろな建築に焦点を当て、建
築がどのように社会、文化と繋がりを持ってきたか紹介していきま
す。また、建築そのものの多様性、様式美もお楽しみください。

※展示情報は変更する場合がございます。8 月 の 展 示 情 報
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展示   　PICK UP

『世界をおどらせた地図
 欲望と蛮勇が生んだ冒険の物語』
● エドワード・ブルック=ヒッチング 著
● 関谷 冬華 訳
● 日経ナショナルジオグラフィック 
● 2019年

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

『グロウブ号の冒険
 附 ユートピア諸島航海記』
● 井上 ひさし 著
● 岩波書店
● 2011年

『大地の芸術祭　
 越後妻有
  アートトリエンナーレ』
● 北川 フラム、 
　 大地の芸術祭実行
　 委員会 監修
● 現代企画室 ●2024年

『ダンスの歴史
 宮廷ダンスから
 ブレイキンまで
 ヴィジュアル版』
● ロバート・ヒルトン 著
● 高尾 菜つこ 訳
● 原書房  ● 2023年

■3F ブルーゾーン ～10/18（金）

NEW!

NEW!

NEW!

ライブラリー・インフォメーションL I B R A R Y  I N F O R M A T I O N
●パープルゾーン ガラスケース●
日比谷図書文化館で所蔵する貴重な蔵書や千代田区の文化財をご覧いただけるよう、新しい展示ケースができました。　

本展示では、いつの時代も私たちを
魅了してやまない、冒険をテーマに
本を集めました。たまには日常を飛
び出し、心のまま、身体中でワクワ
クを感じながら冒険に出かけてみ
ませんか。世界はまだまだ驚きに満
ちています。私たちの人生はもっと、
胸躍るものであって良いはずです。

冒険家たちの情熱の記録です。未知の世界を覗いてみませんか。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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冒険
あるいは憧れと羨望と狂気と挑戦と失敗、そして人生

この夏はダンスとアート！

大注目のダンス競技・ブレ

イキン。観戦の前にダンス

の歴史にふれてみるのは

いかが？トリエンナーレと

は、3年に一度開催される

国際的な展覧会や芸術祭

です。新潟の自然にとけこ

む芸術と、それを受け入れ

るやさしい人に会いたい

ですね。

夏に読みたい！スタッフおすすめ本

● 関連講座 
【内田嘉吉文庫の一冊】 第２回

海を渡った江戸紫の
ブックデザイン
講師：野村 悠里
（東京大学大学院人文社会系研究科准教授）

内田嘉吉文庫の一冊に、G.スミス著『日本に
おける十週間（Ten Weeks in Japan）』 があ
ります。表紙中央には、扇を持ったサムライ。
魅惑のブックデザインはどのようにして生ま
れたのでしょうか。伝統工芸製本の技術をも
つ講師が、本づくりに秘められた職人の技を
紐解きます。

資料を「活用しながら保

存する」が特徴である

特別研究室では2023年

度、内田嘉吉文庫をはじ

めとする所蔵資料7点

の修復を行いました。

破れた折りたたみ地図

の補修といった一般的な修復の他、透明フィルムが剥が

れかけた洋書の表紙の改装や合冊された明治期の雑誌

の分冊化など書籍修復家による創意工夫を凝らした

修復過程の記録を公開します。書籍修復家・近藤理恵

氏が講師を務める東洋美術学校保存修復科の学生によ

る修復本もあわせて展示します。

100年後も手に取れる本に
～内田嘉吉文庫修復報告2024～

■ 日時：9月28日（土）
 14：00～15：30（13：30開場）

■ 会場：４階 スタジオプラス
 （小ホール） 

■ 定員：60名

■ 参加費：1000円

入場無料

● 開室時間 平　日  10：00 ～ 20：00
  土　曜  10：00 ～ 18：00
  日曜・祝日  10：00 ～ 16：00

● 会場 ４階 特別研究室

 『Im fernen Osten』  『Mandalay to Momien』

『Ten Weeks in Japan』（1861年）

『Im fernen Osten』（1881年）
『Mandalay to Momien』（1876年）
『風俗画報 臨時増刊 第15-24編 
  新撰東京名所図会』（1898-99年）  ほか

● 主な展示図書

16

ジョン・ラッセル・ヤング著、全2巻、ニューヨーク：アメリカン・ニュース・カンパニー、1879　
John Russell Young, Around the World with General Grant: A Narrative of the Visit of General U.S. Grant, Ex-President of the United States, to Various Countries in Europe, Asia, 
and Africa, in 1877, 1878, 1879,  in two volumes, New York: The American News Company, 1879 （内田嘉吉文庫所蔵）

本書は18代米国大統領を務めたグラント将軍が大統領退任後、夫人と
2年をかけて世界一周旅行をした記録を随行書記ヤングがまとめ、出版し
たものです。グラント将軍は最後の目的地として1879年に日本を訪問し、
本書には明治天皇に浜離宮の延遼館で会談した様子も描かれています。

西洋から見たニッポン
『グラント将軍と世界一周旅行記』

９月30日（月）まで
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(水)
189 千代田区内ミュージアム連携企画

展覧会への入口講座 Vol.40

初の女性法曹《三淵嘉子》の歩み
講師：村上  一博（明治大学法学部教授、明治大学史資料センター所長）

昭和13年秋、田中正子・久米愛ともに、
女性として初めて高等試験司法科に合
格した三淵嘉子は、女性を取り巻く社
会の不合理と闘いながら、弁護士・裁
判官として歩んでいきました。『虎に翼』
の数々の情景を、法律考証担当者の立
場から解説します。

■ 日時：9月18日（水）14：00～15：30
 　（13：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール
　 （大ホール） 　
■ 定員：200名　
■ 参加費：1000円 （千代田区民500円）

(木)
19

日比谷オペラ塾 「オペラ・あ・ら・かると bis」

没後100年記念 プッチーニ特集
「プッチーニとトスカニーニとの関係」
講師：山田 治生（音楽評論家）

今回は、ジャコモ・プッチーニの没後
100年を記念して、プッチーニの特集
を3ヶ月にわたってお送りします。第3
回は、彼の理解者でもあった20世紀最
大の指揮者トスカニーニとの関係を、
「トスカニーニ 大指揮者の生涯とその
時代」の著者、山田治生氏が語ります。
（主催：フェニーチェ劇場友の会）

■ 日時：9月19日（木）19：00～20：30
 　（18：30開場）
■ 会場：４階 スタジオプラス（小ホール）   
■ 定員：60名　
■ 参加費：1500円

ジャコモ・プッチーニ
（1858-1924)

(金)
98  戦争の記憶を消してはいけない！
PART2―辻井喬、加藤周一、水上勉の場合―
講師：山口 昭男（岩波書店元代表取締役社長）

「戦争の記憶を消してはいけない」は作家・
井出孫六がよく口にしていた言葉だった。
今回はその第二弾として辻井喬、加藤周
一、水上勉の三人を取り上げたい。彼らは
何を思い、何を後世に残そうとしたのか。ま
た戦後生まれの私たちは、どのように戦争
の記憶を伝えることができるのかを語る。
■ 日時：8月9日（金）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円（学生500円）
※学生の方は、当日、受付で学生証をご提示ください。

(水)
218  マンガの“いま”を考える ③
マンガで育む読解力 ―「読むこと」の意味を考える―
講師：岸 圭介（早稲田大学系属早稲田実業学校初等部 教諭）

マンガは「娯楽」としての側面が目立ちます
が、一方で多くの「学び」を与えてくれるメ
ディアでもあります。本講演では藤子・F・不
二雄による『ドラえもん』（小学館）の作品を
通じて、「読解力」という観点から、マンガと活
字読書との関連性について示していきます。
■ 日時：8月21日（水）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：４階 スタジオプラス（小ホール） 　
■ 定員：40名　■ 参加費：1500円（資料代含む）

(土)
248  古書で紐解く近現代史セミナー第47回
満洲国の首都「新京」―歴史と名所をたどる―
講師：長谷川 怜（皇學館大学文学部国史学科准教授）

中国・吉林省の長春は、1932年に満洲
国が成立すると「新京」と名付けられ、
首都として近代的な街路・建築の建設
と各種のインフラ整備がなされまし
た。本講座では、多数の画像を用いな
がら都市の歴史や首都整備計画のあ
らましを紹介し、当時の名所や旧跡に
ついて時代背景と共に解説します。

■ 日時：8月24日（土）14：00～15：30（13：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール
 　（大ホール）　■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

(木)
18

(木)
18

 日比谷図書文化館ツアー
講師：小野田 由紀子（女優、ナレーター）

図書館講座や常設展の見学、朗読企画のほ
か、ふだんの館内ツアーでは見られない閉
架書庫も見学できるツアーです。

■ 日時：8月1日（木）10：30～12：00（10：00開場）
■ 会場：４階 セミナールームA（会議室） 
■ 定員：20名　■ 参加費：無料
（対象：千代田区内在住・在学の中学生） 
※区の公民協同推進制度により、
株式会社クリエイトとの協力で実施しています。
共催：日比谷図書文化館・千代田区・株式会社クリエイト
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
中学生のためのやさしい小説書き方講座
講師： 小野田 由紀子 （女優、ナレーター）
 二本松 泰子（文藝学校サブ講師）
 山竹 伸一（株式会社クリエイト取締役、文藝学校サブ講師）

キャラクターづくりや物語の組み立て方な
ど、小説の基礎から文学賞への応募方法ま
で丁寧にレクチャーします。小野田由紀子
氏による過去のちよだジュニア文学賞受賞
作品の朗読も予定。読んで、聴いて、書いて
学べる小説講座です。
■ 日時：8月1日（木）13：30～16：30（13：00開場）
■ 会場：４階 セミナールームA（会議室） 　
■ 定員：20名　■ 参加費：無料
（対象：千代田区内在住・在学の中学生）
※区の公民協同推進制度により、
株式会社クリエイトとの協力で実施しています。
共催：日比谷図書文化館・千代田区・株式会社クリエイト

長春ヤマトホテル
（『南満洲鉄道株式会社

第二次十年史』/南満洲鉄道
株式会社 編 / 1928年)

撮影：Studio 31 北村瑞斗

(火)
39  上廣・日比谷ライブラリーレクチャー
私のチャレンジ人生 第６回 「人生多様化」戦術
―他者の人生に賭けることの豊かさをめぐって
講師：小川 さやか（文化人類学者）

物語を読んで空想することが好きだった子
ども時代から、海外旅行や山登りに明け暮
れた学生時代を経て、アフリカ研究や文化
人類学と出会い、タンザニアの人びとのした
たかな生き方を研究した私自身のオートエ
スノグラフィをもとに、ここではないどこか
に行かなくても生き方を多様化する方法は
あるのだというお話をしたいと思います。
（主催：公益財団法人 上廣倫理財団）

■ 日時：9月3日（火）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名　■ 参加費：500円（千代田区民・学生は無料）
※学生の方は、当日、受付で学生証をご提示ください。

8

(金)
209  柴田元幸さん、原田範行さんと出かける
『ガリバー旅行記』架空ツアー　
講師：柴田 元幸（翻訳家、東京大学名誉教授）
  原田 範行（慶應義塾大学文学部教授）

約300年前にロンドン
で出版された『ガリバー
旅行記』（1726）を大人
読みしませんか？前半
は柴田元幸さんからス
ウィフトがユーモアと怒
りを込めて巧みに綴
り、漱石も絶賛したガリ
バーの世界をご案内し
ます。後半は原田範行さんのガイドで、ガリバーは架空国を旅する
中でなぜ日本を訪問したのか？大航海時代の探検航海記の影響
も交え、その不思議と魅力に迫ります。

■ 日時9月20日（金）19：00～21：00（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名　
■ 参加費：2000円（学生1000円）
※学生の方は、当日、受付で学生証をご提示ください。

8

(金)
69 石川の漆芸文化を知る

講師：小林 真理（美術ジャーナリスト）

令和６年能登半島地震により輪島は甚大な
被害を受けました。今回は輪島の現状をお
伝えするとともに、輪島塗を中心とした石川
県の漆芸文化に焦点をあて、その工程や伝
統技法を守ってきた職人の匠の技と素晴ら
しい作品をご紹介します。

■ 日時：9月6日（金）18：00～19：30（17：30開場）
■ 会場：４階 スタジオプラス（小ホール） 
■ 定員：60名　
■ 参加費：1000円

〈 参加申込 〉電話（03-3502-3340）またはホームページにて、講座名、
お名前（よみがな）、お電話番号をご連絡ください。当館１階の受付で
もご予約を承ります。各講座ともに定員になり次第、締め切らせて頂き
ます。 キャンセルの場合はご連絡ください。参加費は当日支払いです。
千代田区民料金のある講座は、当日、図書貸出券や健康保険証など住
所が確認できるものをお持ちください。

▶「日比谷カレッジ」とは、日比谷図書文化館が主催・共催で行うセミナーやイベントです。 
「江戸・東京」「本」「スキルアップ」「芸術」「センスアップ」の５つのカテゴリーに基づき、さまざ
まな「学び」と「交流」の場を提供します。

8・9月の講座

画像提供：株式会社クリエイト

画像提供：株式会社クリエイト

From Chiyoda Public Library【千代田区立図書館からのおしらせ】 
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(木)
26

星のソムリエ® 星空教室  ～天文学史編

第２回 「動き出した地球と宇宙」 
講師： 皆川 敏春（星のソムリエ®みたか） 
  北崎 直子（星のソムリエ®みたか）

現代に生きる私たちは、長い歴史に
渡る多くの天文学者らの努力や叡
智を受け継いで宇宙を理解できる
ところまで到達しました。今年度の
「星空教室」は、現代につながる宇
宙科学の歴史を「人物」を軸に学び
ます。第2回は、コペルニクス的転回
から、広がる太陽系と宇宙の姿の発
見までを辿ってみましょう。
■ 日時：9月26日（木）19：00～21：00（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

9

柴田元幸 原田範行

今年も「エンタの街日比谷打ち水月間」
に参加します。

当館では今年も昔ながらの知恵“打ち水”を平日

正面玄関で行います。先日、加盟団体が集まっ

て行われたオープニングセレモニーには11月に

70周年を迎えるゴジラも登場。8月31日（土）まで

日比谷の街に「涼」と「活気」をお届けします。

恐竜
おはなし会

恐竜に変身して、みんなでおはなし会を楽しもう！
「恐竜なりきりセット」をつくる工作のほか、

恐竜が登場する絵本や紙芝居の
読み聞かせを行います。

主催：千代田図書館　読書振興センター 学校支援

■ 日時
 8/17(土)、 18(日)、 24(土)、 31(土)
 10時～11時（各回同じ内容）
■ 会場
 千代田図書館10階 こども室
■ 対象
 幼児以上（保護者同伴）
■ その他：
 クレヨンやペン、のりなどを使って
 工作をしますので、汚れてもいい服装 
 でご参加ください。
■ 関連展示
 千代田図書館10階 「図書館でお気 
 に入りの本を発掘しよう！  
 恐竜と化石の本 大集合！」
 8/24日（土）まで
⬅「恐竜なりきりセット」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

『追想のひと 三淵嘉子』
（三淵嘉子さん追悼文集刊行会、

1985年）

「天球の音楽（ケプラー）」

（当館では8月30日（金）まで、打ち水を
  実施しています。）

み ぶち  よしこ


